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 車椅子テニス大会を支援 

 国８- 国 佐伯 義昭
兵庫県車椅子テニス協会主催「車

椅子テニス神戸オープン 2006」が 4

月 26日(水)から 5日間、しあわせの

村テニスコートで、全国から 105名

の選手が参加して開催されました。

競技会には多数の団体、グループが

会場支援と云うことで参加しまし

た。私たちグループ わ 国際部会が

中心となって北区会、カレッジ在校

生の応援を得て支援ボランティアに

参加しました。 

この競技は車輪がハの字型をした

専用の車椅子を使い、プレーヤーは

２バウンドでボールを打つことが出

来るという唯一の例外を除いて、健

常者テニスと全く同じルールに従っ

ています。 

会期中は天候に恵まれ、選手たち

は障害者とは思われないほど明る

く、この大会にそなえて猛練習に励

み、その成果を十分に発揮する素晴

らしい試合を展開し、生き生きとプ

レーを楽しんでいました。そんな真

剣な姿を見て、私たちは元気をいた

だきました。 

 
熱戦が繰り広げられる車椅子テニス大会 
私たちの作業内容はテント張り、

競技用車椅子の運搬整理、専用駐車

場の整理のほか、接待係要員として

飲み物、バナナ、弁当などを配布し

たり、トイレの掃除、添乗要員とし

て伊丹空港、神戸空港、新神戸駅な

どで全国各地からの選手たちの送り

迎えなどです。 

 最終日には表彰式のあと、主催者

及び大会会長から私たち各ボランテ

ィア団体に感謝の言葉を頂きまし

た。グループ わ の参加人数は延べ

50名で、快く支援ボランティアに参

加して下さった方々、本当にご苦労

さまでした。 

 
申し込み終了後に説明会を開催いたします。日時については後日連絡します。 

お申込・問い合わせは グループ わ 743－8101番 

              大坪英二 TEL＆FAX 709-2484番まで 

活動の場の提供を 
しあわせの村に強く要望 
 しあわせの村を運営する「こうべ
市民福祉振興協会」の役員と、グル

ープ わ の役員との懇談会が５月 30

日、シルバーカレッジ事務局で開か

れました。 

今春の役員改選で新しいメンバー

となり、顔合わせを兼ねて開かれた

ものです。協会からは米澤俊雄専

務、鳥井正広常務、河合政利企画課

長ら９名、グループ わ からは郷肥

三理事長ら役員１２名が出席しまし

た。 

郷理事長から「グループ わ も千 

人を越す大所帯となり、現状では会

員の活動の場が少く、お膝元である

しあわせの村で是非、活躍する場を

提供してほしい」と要望しました。 
 河合企画課長は「先日、初めての

試みとしてわいわいストリートをお

願いしたが、なんとこれまでの２倍

に当たる８００人を超す参加者があ

り、わ の動員力に感心した」と報告
された。 
グループ わ の役員からは「会員
の中にはいろんな専門家がいるので

①村内には野鳥が多く、鳥の鳴き声

を聞く会②真夏の夜空の星を観察す

る会などを企画してほしい」と提案

しました。 


